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抄　　録

　秋田県赤十字血液センターは，検査業務の集約により，2007年９月から宮

城県赤十字血液センターに検査業務を委託した。集約後は県内医療機関の輸

血検査に対する不安要素をできるだけ少なくするために医療機関への協力と

して問い合せ対応，依頼検査，実技研修会を実施している。それらの件数お

よび内容から，これまで実施してきた協力は，一定の効果をあげていると考

えられ，集約当初に医療機関が抱えていた不安要素は取り除かれていると推

測される。しかし，これらのことは今後も求め続けられることであるため，

血液センター内での体制作りおよび知識や技術の維持向上を図っていく必要

があると考えられた。
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はじめに

日本赤十字社では，血液製剤の安全性の向上や

安定供給および効率的な事業運営の観点から業務

の集約化を推進しており，検査業務は全国10カ所

に集約が完了した1）。地域センターにおいては，

検査集約後も医療機関から集約前と同様の協力を

求められる場合が多く2）,3），医療機関で解決でき

ることは解決してもらうということを目的に，輸

血検査関連の問い合わせへの対応，医療機関で解

決できなかった検査の依頼検査5）および実技研修

会を中心に協力をしている。これまで実施してき

た協力状況について検討したので報告する。

対象および方法

対象は，検査業務集約直後の2007年９月から

2010年３月までによせられた，輸血関連検査の問

い合せ，依頼検査および開催した実技研修会とし

た。問い合せおよび依頼検査は，2007年９月から

2008年３月の検査集約直後（以下「直後」と略す），

2008年度および2009年度に分け，件数と内容を集

計し解析・検討を加えた。実技研修会は参加者の

集計およびアンケート調査の解析をした。

成　　績

問い合せ件数は，直後47件（月平均6.3件），
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2008年度60件（同5.3件）と変動はみられなかった

が，2009年度には115件（同9.6件）で約２倍となっ

た（図１）。施設数では，直後20施設，2008年度30

施設，2009年度31施設と変動は見られなかった。

問い合せ内容は，不規則抗体検査に関するものが

直後23件（52.3％），2008年度27件（43％），2009年

度52件（45％）と半数近くを占めていた。具体的な

抗体同定や検査の進め方に関するものは直後69.5

％，2008年度52％，2009年度44％と年々減少し，

医療機関で同定された不規則抗体の臨床的意義な

どの結果の解釈に関するものが僅かに増えてい

た。問い合せでの追加検査等で解決せずに依頼検

査対応となったのは直後４件，2008年度１件，

2009年度５件であった。

依頼検査件数は年間60件程度で，そのうち半数

はHLA・HPA関連の依頼検査であり，とくに2008

年度は62％と多かった（図２）。赤血球関連依頼検

査の結果は，血液型関連では亜型，キメラ等が主

であり，医療機関での追加検査で判定可能と考え

られる事例はなかった。不規則抗体検査では，高

頻度抗原に対する抗体が46％を占め，直接抗グロ

ブリン試験陽性にからむ事例が22％，その他複数

あるいは複合抗体など同定困難事例が殆どで（図

３），医療機関の追加検査にて同定が可能と考え

られた単独抗体は３件のみであった。

実技研修会は2008年１月（１回目）と２月（２回

目），2009年７月（３回目）と１0月（４回目）の計４

回開催した。１，２回目はこれまで血液の供給実

績のある215施設，４回目は前年度に供給実績の

ある103施設に案内を配布した。実習指導者とし

て，認定輸血検査技師を中心に協力頂いた。研修

内容および研修参加施設・人数等を表１に，研修

会終了後に実施したアンケート調査結果を表２に

示す。研修会には，臨床検査技師会に加入してい

ない技師，各種研修会に参加経験のない技師のほ

か看護師の参加もあった。参加動機は，自己研鑽

のため（60.9％），日頃の不安を解消したい（20.6

％）が多く，主催が血液センターだからという回

答も5.2％あった。また参加者全員が研修会の継

続を希望していた。

考　　察

血液センターにおける検査集約後でも，医療機

関からは技術的な問い合せや依頼検査などでの協

図１　輸血検査に関する問い合せ状況
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図２　依頼検査状況

図３　不規則抗体依頼検査の結果
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力を求められることは少なくない。検査業務がな

い地域センターでも，これらの依頼に可及的に対

応することが重要である。それらの現状を検討す

るのが今回の目的であった。

問い合せは，直後と2008年度の月平均件数が約

６件であったこと，施設数の変動が見られなかっ

たことから検査業務集約後も当血液センター内に

輸血検査に関する問い合せ窓口があることが周知

されていたと考えられた。問い合せ件数は増加し

ており，１施設あたりの最大件数が2008年度６

件，2009年度11件であり，１施設あたりの問い合

せ件数の平均が2008年度３件，2009年度5.5件と

増加していた。これは，検査結果の解釈について

の問い合わせが増加しているためであり，医療機

関においてある程度の追加検査を実施して検査結

果を出すことができてきていると考えられた。

問い合せで解決できずに依頼検査となった件数

は，直後が問い合せ件数の17.7％で赤血球関連依

頼検査の26.7％であったが，2009年度はそれぞれ

9.6％，17.2％と減少し，医療機関で解決できる事

例が増えていると考えられた。

依頼検査の赤血球型関連検査は，検査結果の再

現性の確認，医療機関で実施した追加検査の確認

をし，さらに必要な追加検査を実施しても解決で

きない場合に受け付けている5）。そのため血液型

関連では医療機関で判定可能と思われた事例はな

く，不規則抗体検査でも検査結果の46％が高頻度

抗原に対する抗体，22％が自己抗体関連，10％が

複数または複合抗原に対する抗体と医療機関で同

定困難と考えられる事例が78％を占めていた。医

療機関でも，問い合せを通して事例ごとに必要な

追加検査を知り，研修会を通じ実技を経験するこ

とにより，医療機関で解決できる事例が多くなっ

てきているためと考えられた。これは問い合せや

研修会が有効に活用されていることを示すと思わ

れる。一方，集約当初は検査結果が届くのが遅い

等の苦情もあったが，宮城県赤十字血液センター

と協議し，改善が図られ現在は依頼検査に対する

苦情はない4）。

実技研修会では，医療機関で検査可能な追加検

査を中心になるべく施設内で解決できることを目

標に実技を行った。これにより，必要な技術や知

識を学び経験することで，医療機関においても自

施設で解決できるものは解決したいという意識が

高まったと考えられ，その成果は依頼検査の内容

に反映している。また，グループディスカッショ

ンを通し同規模の他施設での手順や工夫を話し合

う情報交換の場をつくることは，血液センターと

医療機関の相互関係を構築するのみならず医療機

関同士の話し合える環境を作る上で有意義であっ

た。参加理由の中で主催が血液センターだからと

いうものもあることや実技研修会の継続開催を望

む施設が多いことから，検査業務を集約した地域

センターであっても輸血検査全般に関して期待さ

表１　実技研修会開催状況

開催日 内容 参加者数 備考

2008年
１月20日

・ABO，Rh（D）血液型検査
・不規則抗体同定
・交差試験
・講演

30名
（24施設）

医療機関の協力（10名）

2008年
２月17日

・不規則抗体同定（複数抗体）
・講演

24名
（20施設）

宮城センターの支援
医療機関の協力（８名）

2009年
７月12日

・ABO，Rh（D）血液型検査
・不規則抗体同定（DT解離）
・ケーススタディ

9名
（7施設）

認定輸血検査技師試験
受験予定者を中心に
医療機関の協力（２名）

2009年
10月18日

・ABO，Rh（D）血液型検査
・不規則抗体同定（自己抗体の吸着）
・講演
・グループディスカッション

43名
（27施設）

宮城センターの協力
医療機関の協力（６名）



秋田県赤十字血液センター検査部門集約後の医療機関に対する輸血検査への協力	 33：399

れる分野は多く，集約前と同様のサポートが望ま

れていると考えられた2）〜4）。研修施設は，１，２

回目は集約後間もなく３回目は少人数だったこと

から当センターで可能であったが，４回目は他施

設を借用した。器具，機材の不足なものは各医療

機関からの借用および参加者の持ち寄りとし，検

体および試薬は，宮城県赤十字血液センターの協

力を頂いた。地域センターで実技研修会を開催す

るには，施設・設備や検体・器具準備等さまざま

に不利な条件があるが工夫次第では継続して開催

することが可能であると考えられた。

結　　語

検査業務集約後，医療機関の輸血検査へのサポ

ートとして，輸血検査に関する問い合わせ対応，

依頼検査への対応および実技研修会の開催を中心

に実施している。

検査業務を実施していない地域センターでも，

医療機関から輸血検査についてのリファレンスラ

ボ的な役割を求められる場合があり，可能な限り

対応していかなければならない。そのため，地域

センターにおいては，検査業務集約センターとの

密な連携を図ることはもちろんのこと，担当職員

の技術面でのレベル維持を図り，安全な輸血医療

へ貢献していくことが必要である。
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表２　実技研修会アンケート結果

アンケート配付数：88　　回答数：76　　回収率：86.4％

設問 回答 割合（％）
臨床検査技師ですか はい

いいえ
97.4
2.6

臨床検査技師会に加入していますか はい
いいえ

92.1
7.9

輸血検査の従事期間 １年未満
１〜３年
３年以上
無回答

18.4
26.3
40.8
14.5

過去５年間で輸血関連研修会への参加は はい
いいえ
無回答

52.6
23.7
23.7

参加動機は 自己研鑽
不安要素の解消
上司の勧め

他施設との情報交換
主催が血液センター

60.9
20.6
6.0
7.3
5.2

今後同様の研修会への参加希望 はい
いいえ
無回答

97.4
0
2.6
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